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★ユースプロジェクトすぎなみ★

伊川佐保子 石川幸広 開原沙文

齋藤愛美 鈴木美香 髙山栞 三谷明子

安心安全のまちづくり 現状

子どもが犠牲になる事件が多発している

暗い場所・人通りの少ない所・公園がある

私達は ・なるべく人通りの多い道を通る

・一人で帰らない など

杉並では・安全パトロール隊の見回り

・地域での見回り、パトロール など

どうしたら安全なまちになるのか

人と人とを分けて守るのではなく

人と人との関わりを大切にして

子どもを守る
地域力
つまり

近所付き合いをよくする

顔見知りが増えて安心 見守る人が増える

防犯・震災等で助け合える

私達の提案

•趣味のイベント
•職業体験

• フリーマーケット
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ギネスに挑戦
杉並クリーンDAY

中高生

（各学校１０人）

地域の人

中高生

地域の人

中高生

地域の人

中高生
地域の人

ユースプロジェクトを中心に
実行委員会

ユースプロジェクトを中心に
実行委員会

中高生

地域の人

１７ヶ所

実行委員会でも顔見知りになる

安心安全のまちづくり

地域で安心安全をつくる事が大切

区民のみんなが挨拶しあえる関係が大切
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「NEET（ニート）」対策

★ユースプロジェクトすぎなみ★

小川実希 佐々木真実

椎葉由利子 城山愛

髙野もとえ 三谷彩 山田かおり

「NEET（ニート）」ってなんだ！？

Not in Employment, Education or Training 
→ ・職に就いていない

・学校機関に所属していない

・就労に向けた具体的な動きをしていない

※ 『NEET』に分類される若者（15歳～３４歳）
の数は64万人！！

「NEET（ニート）」の類型

Ⅰ．理想追求型

Ⅱ．ヤンキー型

Ⅲ．ひきこもり型

Ⅳ．立ちすくみ型 （行き詰まり型）

Ⅴ．つまずき型

25歳～34歳のニートが10年間で倍増

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

H.5 H.11 H.16

15-19歳

20-24歳

25-29歳

30-34歳

（単位：万人）

「NEET（ニート）」が増えると、どうなる？

①税収の減少

②労働力の減少

↓

本来なら、働いて収入を得て、税金や社会
保険料などを払うはずの若者が、逆に生活保
護の対象になりかねない。

若い労働者の減少は、街の活気を奪う！

社会のしくみが、崩壊してしまう危機！！

★職業体験★

杉並区立の中学校では平成17年度
から、２年生（原則）の生徒を対象に、
将来の社会を担う子どもの自立と
社会参加を促す教育の一環として、
1週間程度の職業体験を実施して
いる。
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★職業体験レポート★

①コンビニでの職業体験

お客様に『ありがとう』と言ってもらえるのがすご
くうれしかった。」

②老人ホームでの職業体験

担当していたおばあちゃんに最後に『ありがと
う』って言ってもらい泣いた。大変だったけど、
やってよかったぁ、と思った。

「ありがとう」と
言ったり言われたりすること

「やりがい」や「自分の役割」を
感じられること

↓

「体験」の重要性

★例１ 「かぶ」・「さつまいも」を植える

①農業体験・・・農園で野菜を育てる

②料理体験・・・育てた野菜を調理

③販売実習・・・育てた野菜を加工して販売

★例２ 「ニワトリ」を育てる

①飼育体験・・・ニワトリをヒナから育てる

②料理体験・・・産んだ卵を調理

★例３ 「杉の木」を植える

①植林体験・・・小さい杉、「ちびスギ」を植える

②公園作り・・・「ちびスギ」がたくさんある公園

作り

③家造り・・・育った「ちびスギ」でログハウスを

建設

将来的に・・・

「農業組合をつくる！！」

★販売ルートの開拓や年間の営業管理で、

流通のしくみ・経営を学べる

★擬似農協をつくり、理事長選挙を行うことで、

選挙を実際に体験できる

大切なのは・・・

働く楽しさと

充実感


